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　当市は静岡県の北東部に位置し、富士山と箱根の裾合いに開けた高原都市です。                                

　市域の東は箱根外輪山の頂、西は富士山頂に達し、南は裾野市、北は小山町に接していま

す。                                

　古くは、都と相模国以東の諸国を結び、さらに甲斐国にも通じる分岐点として重要視され                                

てきました。                                

　昭和３０年、町村合併により御殿場市が誕生。昭和４４年には、東名高速道路の全線開通                                

と御殿場インターチェンジの完成に伴い、首都圏から１時間という立地条件に恵まれて、さ                                

まざまな企業が進出してきました。                                

　現在、当市では第四次総合計画の前期基本計画を推進する中で、将来都市像を「緑きらき                                

ら、人いきいき、交流都市　御殿場」と定め、施設の整備等を図っています。                                

　水道事業としては、戦後の人口増加による衛生思想の普及や生活水準の向上に伴い、昭和                                

３０年市制施行に合わせて上水道を創設しました。                                

　その後、幾度かの事業拡張を進め、簡易水道や組合水道を統合し、水道事業の一元化を図                                

るとともに安定給水に努めてまいりました。                                

　また、工業用水は、地下水の適正揚水と保全を図り、当市の産業振興や地域経済の活性化                                

を推進するため、駒門工業団地造成を契機に、昭和６０年４月御殿場市工業用水道事業を興                                

し、昭和６１年３月１日から給水を開始しています。                                

－ 1－



－ 2－



－ 3－



－ 4－



－ 5－



－ 6－



－ 7－



－ 8－



－ 9－



－ 10－



－ 11－



－ 12－



－ 13－



－ 14－



－ 15－



－ 16－



－ 17－



－ 18－



－ 19－



－ 20－



－ 21－



－ 22－



－ 23－



－ 24－



－ 25－



－ 26－



－ 27－



－ 28－



－ 29－



－ 30－



－ 31－



－ 32－



－ 33－



－ 34－



－ 35－



－ 36－



－ 37－



－ 38－



－ 39－



－ 40－



－ 41－



－ 42－



－ 43－



－ 44－



－ 45－



－ 46－



－ 47－



－ 48－



－ 49－



－ 50－



－ 51－



－ 52－



－ 53－



－ 54－



－ 55－



－ 56－



－ 57－



－ 58－



－ 59－



－ 60－



－ 61－



－ 62－



－ 63－



－ 64－



－ 65－



－ 66－



－ 67－



－ 68－



－ 69－



－ 70－



－ 71－



－ 72－



－ 73－



－ 74－



－ 75－



－ 76－



－ 77－



－ 78－



－ 79－



－ 80－



－ 81－



－ 82－



－ 83－



－ 84－



－ 85－



－ 86－




